疎なデータの理論―展望 (統計数理研究所 研究活動 (昭和６２年度 研究報告会要旨)) by 柳本 武美 & Takemi Yanagimoto









柳 本 武 美
 1．問   題
 母集団がK個の層に分れていて，標本が第々層から大きさ伽，舳，．．．，κ舳、が得られるとする．第
々層での密度（確率）関数が













   本とみなして，尤度法を2段階に適用する．この方法の有効性は良く知られたスタイン間題にぞ
   の晴夫をみるが，病理的た手法ではなく適用範囲の広い実用的な手法を生みだしている．
 口）条件付尤度法：母数θをμ尾の影響を小さくして推定する規準として，条件付最尤法が利用され
   る．条件付尤度が利用できるためにはモデルに制約があるが，実際に多くの有用なモデルをカ
   バーする．
 その他，モーメント法が頑健であることが分り，従来の大標本理論で説明できたい結果が得られる．
